
令和２年度～令和６年度 社会福祉法人朝倉市社会福祉協議会 社会福祉充実計画 

 

１．基本的事項 

 

法人名 朝倉市社会福祉協議会 法人番号 7290005007311 

法人代表者氏名 時津 克 

法人の主たる所在地 福岡県朝倉市甘木 198番地 1 

連絡先 0946-22-7834 

地域住民その他の関係

者への意見聴取年月日 
 

公認会計士、税理士等

の意見聴取年月日 
令和元年８月２６日 

評議員会の承認年月日 令和元年９月２６日 

会計年度別の社会福祉

充実残額の推移 

（単位：千円） 

残額総額 

（平成３１

年度末現

在） 

１か年度目 

（令和２年

度末現在） 

２か年度目 

（令和３年

度末現在） 

３か年度目 

（令和４年

度末現在） 

４か年度目 

（令和５年

度末現在） 

５か年度目 

（令和６年

度末現在） 

合計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

15,670 14,140 12,610 5,060 5,010 4,960  4,960 

 うち社会福祉充実

事業費（単位：千円） 
 △1,530 △1,530 △7,550 △50 △50 △10,710  

本計画の対象期間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

２．事業計画 

 

実施時期 事業名 事業種別 
既存・新

規の別 
事業概要 

施設整備

の有無 
事業費 

１か年 

度目 

社協広報活動

事業 
社会福祉 新規 

住民に社協活動及び事業を理解して

いただくため、地域を回り広報活動

を行う。 

  無 1,500 

処遇改善事業 社会福祉 新規 臨時職員無期雇用者への福利厚生費   無 30 

小計 1,530 

２か年 

度目 

社協広報活動

事業 
社会福祉 新規 

住民に社協活動及び事業を理解して

いただくため、地域を回り広報活動

を行う。 

  無 1,500 

処遇改善事業 社会福祉 新規 臨時職員無期雇用者への福利厚生費   無 30 

小計 1,530 



３か年 

度目 

法人運営事業 社会福祉 既存 
法人用マイクロバス購入 

荷載せトレイや冷蔵庫付き  
無 7,500 

処遇改善事業 社会福祉 新規 臨時職員無期雇用者への福利厚生費   無 50 

小計 7,550 

４か年 

度目 

処遇改善事業 社会福祉 新規 臨時職員無期雇用者への福利厚生費   無   50 

      

小計   50 

５か年 

度目 

処遇改善事業 社会福祉 新規 臨時職員無期雇用者への福利厚生費   無   50 

      

小計   50 

合計 10,710 

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。 

 

３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 

 

検討順 検討結果 

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業） 

1.広報活動は、本会事業を住民に広く周知してもらい、福祉事業に理解を深め、事

業推進を加速化させる。 

2.マイクロバスの購入は、高齢者が安心して外出できるように車椅子を載せられる

ように積載スペースのある 24 人乗りとし、利用者の利便性や外出先での不測の事

態（熱中症等に備えるなど）を想定して、冷蔵庫設置や荷物で座席が埋まらないよ

うに座席確保のため、荷載せトレイを完備する。 

3.臨時職員の無期雇用者については、既定事業が継続するまでは、定年勤務となる

ため、福利厚生を嘱託と同等にする。 

② 地域公益事業  

③ ①及び②以外の公益事業  

 

４．資金計画 

 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

社協広報活

動事業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
1,500 1,500    3,000 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
1,500 1,500    3,000 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       



 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

処遇改善 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
30 30 50 50 50 210 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
30 30 50 50 50 210 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

法人運営 

事業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
0 0 7,500 0 0 7,500 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
0 0 7,500 0 0 7,500 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

 

 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 

 

５．事業の詳細 

 

事業名 社協広報活動事業 

主な対象者 朝倉市民 

想定される対象者数  

事業の実施地域 市内全域 

事業の実施時期 令和２年４月１日～令和４年３月３１日 

事業内容 

本会の利用者募集する事業を地区社協やサロン、老人クラブ等に訪問し、広報する。 

具体的には、いきいき健康クラブ事業、地域ミニデイ事業、筋力向上トレーニング

事業、健康づくりサポート事業、P-UP 事業、ボランティア育成事業等々の広報活

動。事業の楽しみ方、生きがいづくりのお手伝いと称し、本会事業をご存じない方

へお知らせし、事業の充足、社協活動の理解を深める。 



事業の実施スケジュール 

1か年度目 
臨時職員１名（週３日勤務）にて、地区社協や老人クラブ、サロン等

に赴き、事業説明を行い、周知を目的とする。 

2か年度目 実施。 

3か年度目  

4か年度目  

5か年度目  

事業費積算 

（概算） 

臨時職員 1名（週 3日勤務） 

日給 6,600円×3日×4週×12ヶ月×2年＝1,900,800円 

時間外 1,065円×10時間×2年＝21,300円 

旅費交通費 10,000円×2年＝20,000円、法定福利費 9,630円×2年＝19,260円 

消耗品費 150,000円×2年＝300,000円、車両費 50,000円×2年＝100,000円 

保険料 2,000円×2年＝4,000円、器具及び什器支出費 200,000円×2年＝400,000

円、会議費 15,000円×2年＝30,000円、通信運搬費 10,000円×2年＝20,000円 

賃借料 52,000円×2ヶ月+30,000円×2年＝164,000円、雑費 20,640円 

                         計 3,000,000円 

合計 3,000千円（うち社会福祉充実残額充当額 3,000千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

 

 

 

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業名 処遇改善事業 

主な対象者 いきいき健康クラブ無期雇用対象者 

想定される対象者数 3名～5名 

事業の実施地域  

事業の実施時期 令和２年４月１日～令和４年３月３１日 

事業内容 

いきいき健康クラブ職員の臨時職員の内、無期雇用対象者については、福利厚生費        

の福利厚生センター掛け金を事業主負担とする。1 名に付き年間 10,000 円の掛け

金。 

事業の実施スケジュール 

1か年度目 実施。 

2か年度目 実施。 

3か年度目 実施。 

4か年度目 実施。 

5か年度目 実施。 

事業費積算 

（概算） 

無期雇用臨時職員 10,000円×3名×2年＝60,000円 

   〃     10,000円×5名×3年＝150,000円 計 210,000円 

合計 
 

210千円（うち社会福祉充実残額充当額 210千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

 

 

 

 

 

 



事業名 法人運営事業 

主な対象者 朝倉市民 

想定される対象者数  

事業の実施地域 市内全域 

事業の実施時期 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

事業内容 

マイクロバスの利用に際し、高齢者が利用されることが多く、外出に関しては、

車椅子を載せられるように積載スペースのある 24人乗りとし、熱中症対策等の

ため、車内に冷蔵庫を搭載し、できるだけ座席を荷物おきにしないようにルーム

ラックを設置し、座席スペースを確保する。 

事業の実施スケジュール 

1か年度

目 
 

2か年度

目 
 

3か年度

目 
実施。 

4か年度

目 
 

5か年度

目 
 

事業費積算 

（概算） 

24人のりマイクロバス 1台購入 

トヨタコースターGXロングボディ 

ルームラック、冷蔵庫付き、グライドドア＆ステップ付き、カーテン付き、カッ

プホルダー、フック、換気扇、ナビゲーション、電動格納式補助ステップ等   

計 800万  △車輌買取り 50万   合計 750万 

合計 7,500千円（うち社会福祉充実残額充当額 7,500千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由 

 

H30 年度決算での社会福祉充実残高は、15,670 千円であるが、全額を社会福祉充実計画に活用できるとは近年の

財政状況からは考えづらく、単年ごとに見直す必要がある。 

ただし、無期雇用の臨時職員の福利厚生費は、事業職員に経験を積んでもらい、専門性を持たせ、事業の充足感を

保ち、利用者にサービスの還元してもらうことが目的。計画実施期間が５カ年を超えても、長く勤務してもらうため

には、福利厚生の充実を図り、人材確保につなげたい。年間の予算は少額でもあり、この事業は、受託事業継続であ

る限り、行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


